
 活動名「ホタルと花と砂留と」 

｢会報２０１８年の活動記録｣  
平成３１年３月５日  堂々川ホタル同好会情報紙３０年度１１号（創刊 １６９号） 

 

1. 2月２４日定例会を開催、１１人参加、堂々川の清掃や草刈りをしました。６番、5砂留 

下方の草を刈ると堂々川の砂留の美が蘇りました。カメラ撮影は今がチャンスです。 

2． DVD「彼岸花編」と「ホタルと砂留編」はほぼ完成しています。が事務局ミスで著作権問 

題が発生しており、送付が遅れることもあります。  

3.  小鳥の巣箱を２７日に掛けました。コゲラやヤマガラ、シジュウガラが巣を作りそうです。 

4. ごみのポイ捨てが多い。我々の管理外はなおさら多い。同好会がいつまで続けられるか？ 

5. 御野・中条小、福山市立大等へ冊子を１２０寄付、新会員や研修会参加者にも配布計画します。 

6.  会が桜を切ったと苦情を貰うが草刈機の跡ではない。3 月には補充や新たに桜を植える予定。 

7.  写真で見る活動風景 

 

 
                        

  

 

 

 

 

 

 

                                                         

                                                                                                          
                        

 

 

 

  

 

  
                                       

 
  

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

          

 

7. 次回の定例会は 

○日時：Ｈ３１年３月２４日（日） ８：３０ 集合 1番砂留東側広場  
＊会員以外の方でもご参加を募集しています・草刈り、ゴミ拾い、桜の植栽他軽作業 

＊サクラの木を植えます。看板希望者は桜の品種は一任ですが役員まで連絡をください。 

＊冊子希望の会員、砂留について学びたい人は会長・副会長、役員に相談連絡ください。 

 砂留が下流の人の生活、農地を守っていたことが昨年７月の豪雨時確認できました。 

堂々川ホタル同好会  発行責任者 事務局 土肥 携帯 ０９０－２８６５－３４８６  

 

 

 新しい砂留の評判は・・・ 設立当初に近いごみの量 

冊子を学校へ寄付 60冊 

ニホンアカガエルの卵 

誰がこのサクラを折った？ 

キセキレイが遊ぶ堂々川   

  

               

                                 

 
砂留写真！６番、５番砂留 

 

小鳥の巣箱掛け ＧＣＦの返礼 ここへ巣をつくる鳥は？ 

 

 

 

 


